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インスペックは、企業の海外投資における FS 調査（フィジビリティー・スタデ
ィー）から立地選定、製造工場や商業店舗の設計、建設に至るまでの幅広いプロ
ジェクトのサポートをいたします。 
 
今回はアメリカでの「サイト・セレクション」（立地選定）について紹介します。 
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     エリアはどこにしようか？ 
     （西海岸・中西部・東海岸） 
     
    
 

  候補地を各州２～３ヶ所選び出そう 
       （行政機関とネゴ！） 
     
 

         
       

       用地決定！    
       
 

    基本設計・プランを明確にしよう 
       
 
 
 
        さあ分かれ道だ！ 
       どちらにしようか？    

            
        設計／施工方式   Traditional 方式 
 
 
 
                     

               建設          
                          生産開始だ！ 
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                       増設を考えよう！！      

     エリアはどこにしようか？ 
     （西海岸・中西部・東海岸） 
     
    
 

 
アメリカ国内でのエリアを選ぶ（西海岸・中西部・東海岸） 

 
米国投資が決定したら、どのエリア、都市に行くかを検討します。そのときの検
討項目としては以下のようです。 
 
 

• 輸送費・納期厳守（看板方式など）の為にサプライヤー・顧客の位置関係
の確認 

 
• ユーティリティー状況の確認（電力・天然ガスやその他のインフラ） 
 
• 雇用状況及び失業率 
 
• 生活環境・自然環境及び気候 
 
• 環境許認可関連等の確認申請作業量 

 
（各州や市では、扱う化学薬品や汚染の種類によっては、許認可取得に時
間がかかる可能性があるため、プロジェクト工程に大きな影響を及ぼす危
険があります。） 

 
• ３年から５年の生産計画を基にした、一期工事・二期工事計画を含むレイ

アウト・ユーティリティー量需要等のフィージビリティースタディーの実
施 
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  候補地を各州２～３ヶ所選び出そう 
       （行政機関とネゴ！） 
     
 

         
 

エリアが決まったら、立地候補地を絞り込む 
  
各州政府・日本州政府事務所と協力し、２～３州でプロジェクト用地候補を数件
選び出します。（ショートリスト） 
 
建設立地比較表の作成 
建設候補地の比較表を作成します。比較項目は、以下が一般的です。 

 
1. 土地価格・用途・ゾーニング 
2. サイト造成コスト及びインフラの状況 
（ポイント）造成コストと土地代含めて評価します。土地の価格にだけ捕
らわれると正当な評価が出来ません。 
3. インセンティブの有無 （固定資産税免除など） 
4. ユーティリティーの調査（電力コスト・水・排水のコストなど） 
5. 土地環境汚染の可能性調査 
6. 労働組合（ユニオン）の状況 
7. 税制システムの確認 
8. 各許認可確認申請期間及び環境規制 
9. 建築基準法・防火設備基準・各工業団地で設定された規制の確認 
10. 日本人学校への距離 
11. 日本・主要都市・空港からのアクセス 
12. 学力水準・人件費などの確認 
13. 現地住民の賛成を得られること 
 
 

この比較表を基に最終候補地を決めて行きます。 また、この時期に現地法人設
立、顧問弁護士や会計事務所の採用などを行います。最終的に立地を決定する前
に、各専門家からのレビュー受けることが大切でしょう。 
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       用地決定！    
       
 

    基本設計・プランを明確にしよう 
       
 
 
 

 
プロジェクト遂行 

 
さあ、やっと念願の土地が決まりました。これからが本番です！  
 
この段階では、プロジェクトコンセプト（基本構想）の設定を行います。いわゆ
る、工場の青写真となるわけです。 
 

1. 工場のレイアウト・駐車場の位置及びトラフィックフロー 
2. 生産設備に基づくフロアレイアウト・スペースプランニング 
3. プロジェクト概算コストの算出・工期の確認 
4. 許認可確認申請項目の確認（期間・費用） 
5. エンジニアリングフローダイアグラム 
6. 将来増設計計画を含むトータルユーティリティー需要 
7. 危険物化学薬品の用途・消費量・貯蔵量（環境許認可・建築基準法） 
8. 日本調達機器と米国調達機器との仕分け 

 
特に＃８の調達機器の仕分けが重要です！ 

 
生産設備調達の仕分けを正確に判断するのがプロジェクトの成功の鍵を握る重要
な項目です。北米では様々な規則があり、これらの規制・基準を熟知した上での
判断が必要になります。基準・規格は、以下のようなものがあります。判断を誤
りますと、予期せぬ遅れが起こる原因となります。 
 

• UBC (Uniform Building Code)    建築関連 
• UFC (Uniform Fire Code)     防火関連 
• NFPA (National Fire Protection Association)  防火関連 
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• UMC (Uniform Mechanical Code)    配管・空調関連 
• ASME (American Society of Mechanical Engineers) 圧力容器関連 
• NEMA (National Electrical Manufactures Association) 電気関連 
• UL (Underwriter Laboratories)    電気関連 
• NEC (National Electrical Code)    電気関連 
• OHSA (Occupational Health and Safety Act)  安全関連 

 
 
各州や市によって基準は若干違いますが、現在 International Building Code に統一
する動きがあります。 

 
 
 

プロジェクトの進め方 
 
いよいよ、佳境に入ってきました！ これからの数ヶ月が全体のプロジェクトに
とって一番大切な時になります！ 効率的で無駄の無い、追加工事の少ないプロ
ジェクトにするためにはどうしたらいいか考えていきましょう。 
 

基本設計（Basic Design Package） 
 
まず最初に基本設計（Basic Design Package）を纏めます。BDP には投資の基
本計画が反映されます。（投資規模・売り上げ目標・償却期間・雇用人数） 
 
基本設計は、メンバーみんな（社内・社外）に“我が社はこんなことを考えてい
ますよ”という意思表示です。過去の経験では、この意思表示がしっかり出来て
いないと周りが振り回される結果になってしまいます。 
 
基本設計図書（BDP）は、通常以下のような資料が含まれます。 
 

1. 等高図・地質調査・サイトユーティリティー等の測量図 
2. 土木・建築・構造・仕上げ・機械・電気・消灯設備 
3. 機械レイアウト・ＥＦＤ・マスバランス 
4. プロジェクト全体工期 

 
この基本設計図書が米国仕様・基準に基づいて作成できているか否かで、その後
プロジェクトがスムーズ進行するか、又は、追加工事が発生するかどうかに関わ
ってきます。 だからこの BDP は非常に大切なのです！ 
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        さあ分かれ道だ！ 
       どちらにしようか？    

            
        設計／施工方式   Traditional 方式 
 
 
 

 
発注は・・・・・ 

 
設計・施工又は、設計・見積り・施工どちらにする？？？ 

 
さあ、BDP が出来上がりました。ここで分かれ道！ どちらに進むかを慎重に
決めねばなりません。 設計/施工方式を取りますか、それとも・・・・・ 
 
ここで簡単に設計施工方式とその他の違いを説明します。 
 

設計施工方式： 
 
建設業者が、設計責任・建設責任の両方を負います。基本設計で見積りを取り、
その範囲内なら全てこの建設業者の責任。どちらかというと、施主にしてみれば
ラクな方法かも知れません。日本ではこの方法が一般的なようです。 
 

 
その他（Traditional） 

 
アメリカでは、通常 Traditional（伝統的）といわれている方式です。 施主が設
計事務所を雇い、設計だけ１００%終わらせてしまいます。そして、その図面を
基に引合いを掛ける訳です。 コストの明瞭化が出来る反面、施主が設計事務所
と建設業者の間に挟まれてしまうため、両方のコントロールが成功の鍵となりま
す。  
 
結論から言いますと、ケースバイケースです。各プロジェクト毎にニーズや状況
が違いますので、一概にこっちがいい、とは言えないのです。 
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               建設          
                       生産開始だ！ 
                     増設を考えよう！！ 
 
 
ここまで来たら後はゴールが見えてきました！ あとは全体を見つめながら毎日
のフォローアップをしっかりしていくだけです。安全第一で、素晴らしいアメリ
カ人・日本人とチームを築き上げて行きましょう。 
 
成功したプロジェクトは会社の財産になるだけではなく、個人的にも一生忘れな
い思い出となります。 頑張ってください。 
 
 
提供先： 
 
InSpec Group 
豊田 太郎 
ttoyoda@inspecintl.com  503-699-2806 
 
Strategic Planning    Engineering    Construction 
 
 


